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平成２２年度 学校経営の改革方針

学校名 木本高等学校（全日制）

Ⅰ 目指す学校像（基本理念）

【地域に信頼され、地域社会に貢献する学校】

＜目指す生徒像＞

○自らの夢の実現のために、自ら学び主体的に判断し行動できる自立した生徒

＜目指す教職員像＞

○生徒の夢の実現のために、問題意識を持って積極的に挑戦する教職員

Ⅱ 現状と課題

１ 地理的な条件もあり、木本高校は他地域から流入してくる生徒が極めて少なく、入学生

のほとんどが東紀州地域の生徒で占められています。近年、普通科の定員割れが継続して

います。その要因を解消すべく中学校との連携をいっそう強くする必要があります。

また、潜在的には地元中学生の多くが木本高校への入学を希望しており、現在の学習環

境やこれまでの伝統、歴史に支えられて、地域社会の後期中等教育を担う場所、地域を担

う人材を育成する学校として期待されています。

、 、 、 、２ 地域社会の過疎化 高齢化 少子化が進展するとともに 地域経済の状況が厳しいなか

本校の存在意義が今後一層強まると思います。

その結果、入学する生徒の興味・関心、適性・能力、将来の進路希望等の多様化が進む

と見込まれます。

３ 本校に入学した生徒の多くは、進路や部活動に目標を見い出し充実した高校生活を送っ

ていますが、そうでない生徒も少なからずいます。このような生徒に進路意識を持たせ、

明確な目標を設定させることが必要です。

そして、生徒一人ひとりの進路希望実現のためにも、学力の向上と家庭や地域と連携し

た生活指導に全職員で取り組む必要があります。

４ 平成１８年３月に紀南地域高等学校再編活性化推進協議会から出された最終まとめを踏

まえ、地域社会における木本高校の在り方について改めて考えるとともに、地域の小中学

校との連携を深め、より一層の魅力ある高校を目指した取り組みを進めていかなければな

りません。
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Ⅲ 中長期的な重点目標

、 、 。１ 生徒一人ひとりの基本的な生活・学習習慣の確立を目指し また 規範意識を高めます

２ 生徒一人ひとりの学力向上を目指して、授業改善に取り組みます。

３ 生徒一人ひとりの細やかな進路保障に努めます。

４ 生徒・教職員一人ひとりの人権感覚を磨き、人権教育の推進に努めます。

、 。５ 生徒一人ひとりの豊かな心の育成や体力・健康増進のため 部活動の活性化に努めます

Ⅳ 本年度の行動計画

１ 生徒一人ひとりの基本的な生活・学習習慣の確立を目指し、また、規範意識を高めま

す。

（ 教務 ）

（ ） 、 。１ 生徒の学習習慣の実態を把握するとともに 生徒に学習習慣に対する意識を持たせます

（取組状況の指標：学校行事等の見直しを進めるとともに、適切な宿題を課す等によ

り生徒の学校外における学習時間の増加に取り組みます ）。

（達成状況の指標：アンケートの結果を指標とする ）。

（ 生徒指導 ）

（１）健全な学校生活を送るため、校則について考えさせるとともに、生徒自身が校則を自ら

考え、遵守できるよう指導します。

（取組状況の指標：頭髪服装等の身だしなみの指導や登下校交通安全指導等による交

通安全ルール遵守の醸成に努める ）。

（達成状況の指標：指導件数と生徒の規範意識調査の結果を指標とする ）。

（ 保健部 ）

（１）生徒の心身の健康意識の向上に努めるとともに、生徒の心身の状況の共有に努めます。

（取組状況の指標：月に１回の保健部だよりおよび教職員向けの保健部通信を発行す

る ）。

（達成状況の指標：生徒の規範意識調査の結果を指標とする ）。

（ 図書部 ）

（１）心を豊かにする読書活動を推進する。

（取組状況の指標：学期に２回、計６回の図書館たよりを発行するとともに、選書に

際しては生徒及び教員の要望に応える ）。

（達成状況の指標：図書貸出冊数が昨年度を上回る ）。

（ 寄宿舎 ）

（１）寮生の基本的生活習慣の確立と学習時間の向上に努める。

（取組状況の指標：学期に１回の面談で、確認する ）。

（達成状況の指標：アンケートの結果を指標とする ）。



- 3 -

（ 学年団 ）

（１）担任・学年団が生徒との関わりを通じて、生活・学習習慣の確立を目指す。

（取組状況の指標）

１学年……生徒との面談を適宜行う。保護者面談・家庭訪問の実施。学校生

活全体を通じて、生徒に規則を守ることを徹底させる。

２学年……遅刻早退を減らし、チャイムでの着席指導を行います。また身だ

しなみ指導を強化します。

自宅学習チェック週間を学期に１回以上設け、自宅学習を促しま

す。

３学年……生徒との面談を年間２回以上、保護者との面談、必要に応じて家

庭訪問の実施。

全クラスで目標を掲げ、目標を教室内に見えるかたちで掲げる。

また、個人目標の設定をする。

（達成状況の指標：アンケートの結果を指標とする ）。

２ 生徒一人ひとりの学力向上を目指して、授業改善に取り組みます。

（ 教科指導 ）

（１）本校卒業生として期待される学力を保障するため、具体的な授業改善に向けて、シラバ

スの効果的な活用、生徒による授業評価、授業研究を行います。

（取組状況の指標：年２回の授業公開週間や授業に対するアンケート調査の実施）

（達成状況の指標：生徒の授業満足度６５％以上）

（ ） 、 。２ 教職員一人ひとりの資質向上を図るとともに 教職員間の情報共有を積極的に行います

（取組状況の指標：３回以上の校内研修会と少人数によるオフサイトミーティングを

。 、 。）実施します また 校外への研修会に一人１回以上参加します

（達成状況の指標：実施回数等を指標とする ）。

３ 生徒一人ひとりの細やかな進路保障に努めます。

（ 教務 ）

（１）生徒の進路希望にかかわる講座については、少人数でも開講できるように務めます。

（取組状況の指標：生徒への講座説明を各教科と連携し適切に行うとともに、生徒の

進路希望を的確に把握する ）。

（達成状況の指標：未開講講座の数を指標とする ）。

（ 進路指導部＆学年団 ）

（１）進路指導部と各学年が連携して、段階的進路意識を持たせる。

（取組状況の指標）

１学年……担任団と連携し、総合学習・産業社会と人間の時間などを利用し

て進路を意識させる。

２学年……進路講話やガイダンス等を通じ、より現実的で具体的な将来像を

。 、 。持せる また 外部主催のガイダンス等へも積極的に参加させる

３学年……明確な進路目標を持たせ、早期から準備させるため、聞き取り調

査や個別面談および面接指導を実施する。

（達成状況の指標：アンケートの結果を指標とする ）。
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４ 生徒・教職員一人ひとりの人権感覚を磨き、人権教育の推進に努めます。

（ 人権・同和教育推進係＆学年団 ）

（１）さまざまな機会を通じて、人権教育プログラムにもとづいて人権感覚を磨きます。

（取組状況の指標：人権ＬＨＲ、校内人権フェスティバルや校内のつどい（ロストラ

ム）等により、人権感覚を磨くとともに人権を尊重する意欲や態

度を育てます ）。

１学年……人の気持ちを思いやり行動することの大切さを学び、仲間作りの

きっかけを作る。

２学年……人権侵害の実態を見抜き、人権侵害を絶対に許さない人権感覚を

養う。

３学年……身近な所にある就職差別を改めて学び、統一応募用紙改定の意味

を意識するとともに、社会へ出て人権問題に遭遇した時に主体的

に行動できる人権感覚を養う。

（達成状況の指標：アンケートの結果を指標とする ）。

（ 人権・同和教育推進係 ）

（１）教職員一人ひとりが人権教育の推進者として主体的に取り組めるように、研修等を実施

する。

（取組状況の指標：教職員対象の人権学習会の実施や同推通信の発行による周知）

（達成状況の指標：職員アンケートによる評価を指標とする ）。

５ 生徒一人ひとりの豊かな心の育成や体力・健康増進のため、部活動の活性化に努めま

す。

（ 教務総務 ）

（１）クラブ顧問が部活動にかかわれる時間の確保に努めます。

（取組状況の指標：放課後の会議や委員会の精選を行う ）。

（達成状況の指標：職員アンケートによる評価を指標とする ）。

（ 生徒指導 ）

（１）部活動の入部率を８０％以上を目指し、生徒の地区大会～全国大会への参加率の向上

に努めます。また部活動を通して集団活動や自立心など自己意識の向上をめざします。

（取組状況の指標：定期演奏会や作品展の実施や、ボランティア活動を通じての地域

行事や奉仕活動への参加）

（達成状況の指標：生徒の部活動意識調査の結果を指標とする ）。

※ 本年度の行動計画をより成果のあるものとするために、情報の発信・収集に努めます。

（取組状況の指標：木高だより、学年通信などのたよりやきずなネット、ホームペー

ジを用いて情報提供に努めるとともに、保護者や生徒へのアンケ

ートや家庭訪問、懇談会をなど適宜実施します ）。

（達成状況の指標：アンケートの結果を指標とする ）。


